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中
国
研
究
集
刊

菜
号
（
第
六
十
七
号
）

令
和
三
年
八
月

五
八

六
九
頁

―

『
春
秋
公
羊
伝
』
の
「
成
立
時
期
」
に
つ
い
て

井

上

了

文
献
の
「
成
立
時
期
」
に
つ
い
て

下
葬
さ
れ
た
年
代
を
推
定
で
き
発
掘
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
確
認
で
き
る
新
出
土
資
料

と
は
異
な
り
、
現
代
の
我
々
が
目
に
す
る
伝
世
文
献
は
、
幾
重
に
も
改
変
が
重
ね
ら
れ

古
形
を
確
認
し
が
た
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

。

（
注
１
）

た
と
え
ば
『
中
庸
』
は
、
伝
統
的
に
戦
国
期
の
子
思
の
作
と
さ
れ
る
が

『
中
庸
』
の

、

、

『

』

。

戦
国
簡
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず

子
思
の
語
録
と
さ
れ
る

子
思
子

も
現
存
し
な
い

『

』

『

』

（

）

、

我
々
の
見
る

中
庸

は

礼
記

の
一
篇

中
庸
篇

と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で

秦
の
統
一
を
踏
ま
え
た
と
思
し
き
部
分
や
、
漢
諱
「
邦
」
を
改
め
た
ら
し
き
「
国
」
字

。『

』

、

も
認
め
ら
れ
る

礼
記

は
前
漢
の
戴
聖
が
編
纂
し
た
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が

劉
向
が
編
纂
し
た
と
も
馬
融
や
盧
植
が
刪
定
し
た
と
も
言
わ
れ
、
唐
代
に
は
『
五
経
正

義
』
の
一
と
し
て
経
文
が
校
定
さ
れ
た
。
だ
が
『
五
経
正
義
』
の
原
本
も
現
存
せ
ず
、

我
々
が
実
見
で
き
る
『
礼
記
』
は
宋
刊
本
あ
た
り
が
最
古
だ
ろ
う
。
さ
て

『
中
庸
』
の

、

「
成
立
時
期
」
と
は
、
戦
国
か
ら
宋
代
の
う
ち
ど
の
時
点
だ
ろ
う
か
。

も
し
現
行
本
の
「
国
」
字
を
漢
諱
を
避
け
て
改
め
た
も
の
と
認
め
る
な
ら
ば
、
当
然

「
現
行
本
の
成
立
」
は
漢
代
以
降
の
は
ず
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
中
庸
』
の
「
基
本

的
な
成
立
は
戦
国
期
だ
」
と
は
、
つ
ま
り
ど
う
い
う
議
論
だ
ろ
う
か
。
忖
度
す
る
に
、

避
諱
に
よ
る
改
字
は
文
献
そ
の
も
の
の
改
変
と
は
言
え
ず
、
単
な
る
表
記
の
変
更
だ
と

評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
漱
石
の
作
品
を
当
用
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
で

書
き
改
め
、
当
用
漢
字
版
が
旧
漢
字
版
を
駆
逐
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
作
品
が
戦
後
に

成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
ま
い

「
邦
家
」
を
「
国
家
」
と
改
め
る
の
は
単
な
る

。

表
記
の
変
更
で
、
内
容
の
改
変
に
は
あ
た
ら
な
い
と
い
う
認
識
な
の
だ
ろ
う
。

『
中
庸
』
の
「
今
天
下
車
同
軌
」
云
々
を
統
一
以
降
の
作
文
だ
と
認
め
る
な
ら
ば
、

現
行
本
『
中
庸
』
の
成
立
は
統
一
秦
以
降
と
な
る
は
ず
だ
。
も
し
「
今
天
下
車
同
軌
」

云
々
を
統
一
以
降
の
追
記
と
認
め
つ
つ
『
中
庸
』
を
戦
国
期
に
成
立
し
た
も
の
と
主
張

す
る
な
ら
、
そ
れ
は
「
今
天
下
車
同
軌
」
云
々
の
追
記
は
「
邦

「
国
」
の
書
き
換
え
と

」

『

』

、

同
じ
軽
微
な
追
記
で

中
庸

の
本
質
・
内
容
に
は
影
響
し
な
い
と
主
張
し
て
い
る
か

ま
た
は
追
記
部
分
を
す
べ
て
摘
示
で
き
る
と
い
う
前
提
で
、
追
記
部
分
を
除
い
た
「
基

本
的
」
な
部
分
の
み
を
戦
国
期
の
資
料
と
し
て
用
い
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
い
ず
れ
か
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だ
ろ
う

。
秦
漢
の
追
記
を
除
い
た
部
分
が
「
戦
国
期
に
基
本
的
に
成
立
し
て
い

（
注
２
）

た
」
と
い
う
主
張
は
も
ち
ろ
ん
正
し
い
だ
ろ
う
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
こ
の
文
献
は

」

。

基
本
的
に
戦
国
期
の
資
料
と
し
て
用
い
て
よ
い

と
い
う
こ
と
に
は
な
る
ま
い
（

）

注
３

最
終
版
が
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
時
点
で
は
な
い
何
れ
か
の
時
点
を
「
基
本
的
に
成
立
し
た

、
、
、
、

時
点
」
と
呼
ぶ
な
ら

「
基
本
的
に
成
立
し
た
」
と
は
ど
の
よ
う
な
事
態
を
指
す
の
か
。

、

こ
の
定
義
を
示
さ
な
け
れ
ば

「
戦
国
期
に
基
本
的
に
成
立
し
て
い
た
」
と
い
う
主
張
は

、

、

「

」

無
意
味

す
く
な
く
と
も

現
行
本
を
戦
国
期
の
思
想
史
資
料
と
し
て
用
い
て
よ
い
か

を
判
断
す
る
た
め
に
は
無
意
味
だ
ろ
う

。

（
注
４
）

あ
る
命
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
そ
の
命
題
に
関
わ
る
用
語
の

定
義
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
人
性
の
善
悪
を
議
論
す

る
た
め
に
は
ま
ず
「
性
」
の
定
義
と
「
善
」
や
「
悪
」
の
定
義
と
を
共
有
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

。
ま
た
た
と
え
ば
「
儒
教
国
教
化
の
時
期
」
を
決
定
す
る
た
め
に
は

（
注
５
）

「
ど
の
よ
う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
『
儒
教
が
国
教
化
さ
れ
た
』
と
認
め
る
か
」
と

い
う
要
件
を
示
し
、
そ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
時
期
を
史
料
等
に
よ
り
示
せ
ば
足
る
。

「

」

「

」

、

博
士
官
が
立
て
ら
れ
た
年
代

や

儒
教
道
徳
が
普
及
し
た
時
期

を
明
ら
め
て
も

何
を
以
て
「
国
教
化
」
と
認
め
る
か
と
い
う
定
義
を
共
有
で
き
て
い
な
け
れ
ば
「
国
教

化
の
時
期
」
は
決
ま
ら
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
の
は

「
国
教
化
の
時
期
を
め
ぐ
る
論
争
」

、

で
は
な
く
「
国
教
化
の
定
義
を
め
ぐ
る
論
争
」
で
あ
る

。

（
注
６
）

「
文
献
の
成
立
時
期
」
を
「
テ
キ
ス
ト
が
閉
じ
ら
れ
た
時
期
」
つ
ま
り
「
定
本
が
完

成
し
、
そ
れ
以
上
の
改
変
が
禁
止
さ
れ
た
時
期
」
と
す
る
の
は
、
も
っ
と
も
厳
密
な
定

義
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
『
史
記
』
に
は
司
馬
遷
以
降
の
記
事
も
多
く
記
さ
れ
て
お
り
、

（

）

。『

』

後
世
の
鈔
者
が

お
そ
ら
く
善
意
で

追
記
を
重
ね
て
い
っ
た
事
情
を
窺
え
る

史
記

の
よ
う
な
私
撰
史
書
に
は
あ
る
い
は
「
定
本
」
と
い
う
概
念
も
希
薄
だ
っ
た
も
の
か

。
だ
が
経
書
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
が
閉
じ
ら
れ
た
時
期
を
比
較
的
容
易
に

（
注
７
）

言
え
る
は
ず
だ
。
注
釈
が
作
ら
れ
、
あ
る
い
は
博
士
官
が
立
て
ら
れ
た
後
に
も
経
文
が

恣
意
的
に
改
変
さ
れ
続
け
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

経
伝
の
「
成
立
時
期
」
に
つ
い
て

戦
国
期
に
お
い
て
は

『
詩
』
に
つ
い
て
は
比
較
的
自
由
な
引
用
が
行
わ
れ

『
書
』

、

、

の
内
容
も
流
動
的
だ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
漢
代
に
い
わ
ゆ
る
「
経
学
」
が
成
立
す
れ

、

。

、

ば

注
釈
の
前
提
で
あ
る
経
文
の
改
変
は
不
可
能
と
な
っ
た
だ
ろ
う

さ
ら
に

（

）

注
８

注
釈
で
あ
っ
た
は
ず
の
伝
文
に
ま
で
権
威
が
附
与
（
博
士
に
立
て
ら
れ
る
、
再
注
釈
が

作
ら
れ
る
、
等
）
さ
れ
れ
ば
、
伝
文
の
改
変
も
禁
忌
と
な
る
は
ず
だ
。

春
秋
学
と
は

『
春
秋
』
を
無
謬
の
前
提
と
す
る
注
釈
学
で
あ
る
。
経
文
へ
の
解
釈
を

、

伝
文
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
解
釈
学
の
発
展
と
は
、
伝
文
の
蓄
積
・
改
変
の
歴
史
と
同
義
で

。

、

あ
る

戦
国
以
来
の
伝
義
が
ど
の
よ
う
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
の
か
は
不
明
だ
が
（

）

注
９

『
公
羊
伝
』
が
成
文
化
さ
れ
た
の
は
前
漢
景
帝
期
と
伝
え
ら
れ
、
伝
文
の
固
定
と
い
う

意
味
で
の
「
成
立
時
期
」
は
景
帝
期
以
降
と
な
る

。
も
し
も
「
戦
国
期
に
『
公

（
注

）
10

』

」

、

『

』

羊
伝

は
基
本
的
に
成
立
し
て
い
た

と
主
張
す
る
な
ら

現
行
本
と
同
じ

公
羊
伝

が
戦
国
期
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
か

、
ま
た
は
現
行
の
『
公
羊
伝
』
と

（
注

）
11

は
異
な
る
経
解
書
を
『
公
羊
伝
』
と
呼
ぶ
理
由
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
単
に
「
戦
国

『

』

、「

『

』

期
の
文
献
に

公
羊

と
同
じ
伝
義
が
見
え
る｣

と
い
う
だ
け
で
は

後
に

公
羊
伝

と
し
て
結
集
さ
れ
る
伝
義
の
一
部
が
戦
国
期
に
存
在
し
た
」
と
い
う
こ
と
に
し
か
な
ら

ず

「
戦
国
期
に
『
公
羊
伝
』
が
成
立
し
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
す
く

、
な
く
と
も
「
現
行
本
『
公
羊
伝
』
の
う
ち
任
意
の
部
分
を
戦
国
期
の
資
料
と
し
て
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
充
分
条
件
に
は
な
ら
な
い
は
ず
だ

。

（
注

）
12

た
と
え
ば
『
左
伝
』
に
見
え
る
木
星
紀
年
は
戦
国
中
期
の
も
の
だ
と
し
ば
し
ば
指
摘

さ
れ
る
。
だ
が
、
木
星
紀
年
が
『
左
伝
』
の
一
部
に
し
か
見
え
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
が

『
左
伝
』
全
体
の
編
者
に
よ
っ
て
施
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く

『
左
伝
』
の
素
材
群
の
一

、
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つ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る

。
も
し
「
戦
国
期
に
『
左
伝
』
は
基
本
的
に

（
注

）
13

成
立
し
て
い
た
」
と
い
う
主
張
が
、
単
に
「
後
に
『
左
伝
』
と
し
て
結
集
さ
れ
る
説
話

の
一
部
が
戦
国
期
に
存
在
し
て
い
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ば

「
現
行
本
『
左
伝
』
の

、

う
ち
任
意
の
部
分
を
戦
国
期
の
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
に

は
な
る
ま
い

。
現
行
本
の
う
ち
ど
の
部
分
が
戦
国
期
の
ま
ま
で
、
ど
の
部
分
が

（
注

）
14

漢
代
に
改
変
さ
れ
た
も
の
か
を
明
ら
か
と
し
な
け
れ
ば
、
現
行
本
を
そ
の
ま
ま
戦
国
期

の
資
料
と
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
く
な
く
と
も
「
こ
の
部
分
は
漢
代
の
追
記
だ
か

ら
、
こ
れ
以
外
は
戦
国
期
の
ま
ま
だ
」
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

『
公
羊
伝
』
の
「
完
成
」
時
期
に
つ
い
て

繰
り
返
す
が

『
公
羊
伝
』
が
成
文
化
さ
れ
た
の
は
前
漢
景
帝
期
だ
と
伝
統
的
に
言
わ

、

れ
て
い
る

『
公
羊
伝
』
の
「
常
事
不
書

（
桓
公
四
年
・
八
年
・
十
四
年
）
や
「

陳
）

。

」

（

、

常

（
哀
公
六
年
）
は
文
帝
の
諱
（
恒
）
を
避
け
た
も
の
、
経
文
の
「
城
開
陽

（
哀
公

」

」

、

、

三
年
）
は
景
帝
の
諱
（
啓
）
を
避
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ

『
公
羊
伝
』
が
定
本
と
し
て

、

完
成
し
た
の
は
や
は
り
景
帝
期
以
降
だ
ろ
う

。

（
注

）
15

『
礼
記
』
坊
記
の
「
春
秋
不
称
楚
越
之
王
喪
」
は
、
古
い
『
春
秋
』
学
を
伝
え
る
断

、
、

片
と
思
わ
れ
る

『
春
秋
』
は
、
他
国
諸
侯
の
死
去
に
つ
い
て
は
「
八
月
庚
辰
、

（
注

）
。

16

宋
公
和
卒

（
隠
公
三
年
）
の
よ
う
に
諱
を
称
し
、
葬
儀
に
つ
い
て
は
「
冬
十
有
二
月

。
」

、
、
、癸

未
、
葬
宋
繆
公

（
同
）
と
諡
を
以
て
記
す
。
王
号
を
称
し
て
い
た
呉
や
楚
の

…
…

。
」

、
、
、

君
主
に
対
し
て
は
、
死
去
に
つ
い
て
は
「
甲
戌
、
楚
子
旅
卒

（
宣
公
十
八
年
）
と
貶

。
」

、
、
、

記
す
る
が
、
葬
儀
に
つ
い
て
は
記
録
し
な
い
。
も
し
「
葬
楚
荘
王

」
と
諡
を
記
せ
ば
、

。

、
、
、

周
王
の
至
尊
性
を
侵
す
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
『
公
羊
伝
』
は

「
何
以
不
書
葬
。
呉
楚
之
君
不
書
葬
、
辟
其
号
也

」
と
説
明
す
る

。

。

（
注

）

、
、

17

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
坊
記
の
「
楚
越
」
を
『
公
羊
伝
』
が
「
呉
楚
」
と
改
め
て

い
る
点
だ
ろ
う
。

『
春
秋
経
』
に
お
い
て
、
楚
（
荊
）
は
荘
公
期
か
ら
、
呉
は
成
公
期
か
ら
見
え
る
。

呉
は
『
春
秋
』
後
半
の
強
国
だ
が
、
経
文
の
記
述
の
終
了
後
ま
も
な
く
滅
亡
し
て
お
り

戦
国
諸
子
に
と
っ
て
は
過
去
の
存
在
だ
っ
た

。
い
っ
ぽ
う
越
は

『
春
秋
』
で
の

（
注

）

、

18

初
見
は
昭
公
期
ま
で
降
る
が
、
戦
国
期
に
も
強
国
と
し
て
存
続
し
て
い
た
。
諸
子
書
に

「
楚
越
」
の
連
称
は
見
え
る
が
「
楚
呉
」
や
「
呉
楚
」
の
連
称
は
見
え
な
い

。

（
注

）
19

呉
と
い
う
国
は
戦
国
期
を
通
じ
て
存
在
せ
ず
、
秦
末
の
動
乱
時
に
も
呉
の
旧
王
族
な
ど

は
登
場
し
な
か
っ
た
。

降
っ
て
前
漢
の
高
祖
六
年
、
淮
陰
侯
へ
降
格
さ
れ
た
韓
信
の
旧
楚
国
は
二
分
さ
れ
、

淮
東
に
劉
賈
が
荊
王
と
し
て
、
淮
西
に
劉
交
が
楚
王
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
立
て
ら
れ
た
。

だ
が
荊
王
劉
賈
は
黥
布
の
反
乱
に
よ
り
敗
死
し
、
高
祖
十
二
年
に
荊
の
故
地
へ
劉
濞
が

。

、

呉
王
と
し
て
立
て
ら
れ
た

呉
と
い
う
国
が
二
百
七
十
年
ぶ
り
に
出
現
し
た
わ
け
だ
が

景
帝
前
三
年
に
呉
王
濞
と
楚
王
戊
（
交
の
孫
）
ら
が
い
わ
ゆ
る
「
呉
楚
七
国
の
乱
」
を

起
こ
し
、
呉
王
濞
は
敗
死
、
楚
王
戊
は
自
殺
す
る
。
楚
は
王
戊
の
叔
父
に
よ
る
復
国
を

許
さ
れ
た
が
、
呉
は
そ
の
ま
ま
一
代
四
十
年
あ
ま
り
で
消
滅
し
た

。

（
注

）
20

文
帝
期
以
前
に
は
ほ
ぼ
用
例
の
な
い
「
呉
楚
」
の
連
称
は
、
景
帝
期
以
降
た
と
え
ば

「
呉
楚
軍
時

（

史
記
』
韓
信
盧
綰
列
伝
）
や
、
時
に
は
「
呉
楚
時

（
漢
興
以
来
諸
侯

」
『

」

王
年
表
・
万
石
張
叔
列
伝
）
の
よ
う
に
単
独
で
も
呉
楚
七
国
の
乱
を
示
す
熟
語
と
し
て

多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

『
公
羊
伝
』
の
「
呉
楚
之
君
」
も
景
帝
期
に
（
お
そ
ら
く

。

「
楚
越
」
か
ら
）
改
め
ら
れ
た
も
の
で
、
呉
楚
の
乱
後
に
も
伝
文
の
改
変
が
行
わ
れ
た

、

『

』

（

）

（

）

こ
と

つ
ま
り

公
羊
伝

の
完
成

伝
文
の
固
定

が
景
帝
前
三
年

前
一
五
四
年

よ
り
も
遅
れ
る
こ
と
を
示
す
。
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『
公
羊
伝
』
の
「
基
本
的
な
成
立
」
時
期
に
つ
い
て

上
に
示
し
た
「

公
羊
伝
』
の
完
成
時
期
」
は

『
公
羊
伝
』
が
も
っ
と
も
厳
密
な
意

『

、

味
で
「
完
成
」
し
た
時
期
で
あ
る
。
最
終
版
が
完
成
し
た
時
点
で
は
な
い
い
ず
れ
か
の

、
、
、
、

時
点
を
『
公
羊
伝
』
の
「
基
本
的
な
成
立
」
の
時
期
と
主
張
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、

そ
の
場
合

「
基
本
的
な
成
立
」
と
は
何
か
、
つ
ま
り
『
公
羊
伝
』
の
基
本
的
な
要
素
、

、

『
公
羊
伝
』
の
『
公
羊
伝
』
た
る
所
以
は
何
か
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る

。

（
注

）
21

動
機
の
重
視
、
あ
る
い
は
尊
王
や
攘
夷
な
ど

『
公
羊
伝
』
の
特
徴
は
様
々
に
指
摘
さ

、

れ
て
い
る
。
だ
が

『
公
羊
伝
』
の
思
想
的
に
最
大
の
特
徴
は
「
経
文
を
孔
子
が
刪
定
し

、

た
も
の
と
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
形
式
的
に
最
大
の
特
徴
は
「
全
体
を
問
答
体
で
貫
く

こ
と
」
で
あ
ろ
う
。

『

』

『

』

「

」

。

『

』

『

』

荀
子

は
す
で
に

春
秋

の

微

を
言
う

し
か
し

荀
子

や

語
叢
一

は

『
春
秋
』
へ
微
言
を
込
め
た
作
者
（
刪
定
者
）
が
誰
な
の
か
を
言
っ
て
は
い
な
い
。

、
『
左
伝
』
に
お
い
て
、
衛
献
公
を
追
放
し
た
寧
殖
は
「
諸
侯
之
策
」
に
名
を
記
さ
れ
た

こ
と
を
悔
や
ん
で
お
り
（
襄
公
二
十
年

「
趙
盾
弑
其
君
」
と
記
し
た
者
は
孔
子
で
は

）
、

、

な
く
晋
の
大
史
だ
と
さ
れ
る
（
宣
公
二
年

。
史
官
に
よ
る
一
次
記
録
の
時
点
で
す
で
に

）

一
字
褒
貶
は
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
孔
子
が
行
っ
た
刪
定
で
は
な
い
と
『
左
伝
』
は

言
う
よ
う
だ

「
寧
殖
が
主
君
を
追
放
し
た
」
や
「
崔
杼
が
主
君
を
弑
し
た
」
は

（
注

）
。

22

悪
事
を
直
記
し
た
も
の
で
刪
定
の
要
も
な
か
ろ
う
が

「
趙
盾
が
主
君
を
弑
し
た
」
と
は

、

評
価
で
あ
っ
て
事
実
で
は
な
い
。
年
代
記
の
記
述
が
必
ず
し
も
文
字
ど
お
り
の
事
実
で

な
け
れ
ば
、
記
さ
れ
て
い
な
い
事
実
や
評
価
の
理
由
を
知
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
れ
は

す
で
に
「
春
秋
学
」
だ
ろ
う

「
歴
史
書
の
道
徳
的
権
威
」
や
「
史
官
の
権
威
」
は
孔
子

。

以
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
後
人
が
こ
れ
を
「
孔
子
の
権
威
」
に
す
り
替
え
る
た
め
に

孔
子
に
よ
る
『
春
秋
』
の
刪
定
を
主
張
し
た
こ
と
と
な
る

。

（
注

）
23

『
礼
記
』
坊
記
・

荘
子
』
天
運
・

韓
非
子
』
内
儲
説
上
等
は
、
孔
子
を
『
春
秋
』

『

『

の
作
者
で
は
な
く
学
習
者
や
解
説
者
と
見
做
し
て
い
る

『
孟
子
』
滕
文
公
下
に

（
注

）
。

24

「
孔
子
懼
作
春
秋

・

孔
子
成
春
秋
而
乱
臣
賊
子
懼
」
と
い
う
孤
立
し
た
言
説
が
見
え

」
「

、

、

る
が
、
離
婁
下
に
は
「
其
事
則
斉
桓
・
晋
文
、
其
文
則
史
。
孔
子
曰
、
其
義
則
丘
窃
取

、
、
、
、

、

。
」

『

』

。

之
矣

と
あ
っ
て
や
は
り
孔
子
は

春
秋

の
作
者
で
は
な
く
解
説
者
と
さ
れ
る
（

）

注
25

戦
国
末
頃
に
は
、
魯
の
『
春
秋

（

春
秋
経

）
に
つ
い
て
も
、
そ
の
文
に
義
を
込
め
た

』
『

』

者
は
孔
子
で
は
な
く
史
官
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
『
公
羊
伝
』
に
は
、
孔
子

を
『
春
秋
』
の
解
説
者
と
す
る
説
と
刪
定
者
と
す
る
説
と
が
混
在
し
て
い
る
。

昭
公
十
二
年
の
経
文
「
斉
高
偃
師
師
納
北
燕
伯
于
陽

」
に
対
し

『
公
羊
伝
』
は

。

、

。

。

、「

。
」

、「

、

伯
于
陽
者
何

公
子
陽
生
也

子
曰

我
乃
知
之
矣

在
側
者
曰

子
茍
知
之

。
」

、「

。『

』

、

、

何
以
不
革

曰

如
爾
所
不
知
何

春
秋

之
信
史
也

其
序
則
斉
桓
・
晋
文

其
会
則
主
会
者
為
之
也
。
其
詞
則
丘
有
罪
焉
耳

」。

と
い
う
。
こ
の
孔
子
は
、
経
文
の
「
伯
于
陽
」
を
「
公
子
陽
生
」
の
誤
だ
と
断
定
し
な

が
ら
、
こ
れ
を
あ
え
て
改
め
な
い
。
さ
ら
に
「

春
秋
』
之
信
史
也
、
其
序
則
斉
桓
・
晋

『

文
。
其
会
則
主
会
者
為
之
也

」
と
経
文
を
賛
美
し
な
が
ら

「
其
詞
則
丘
有
罪
焉
耳

」

。

、

。

と
胸
を
張
る

『
孟
子
』
で
は
「
其
文
則
史
。
孔
子
曰
、
其
義
則
丘
窃
取
之
矣

」
と
、

。

。

、

、

史
官
に
よ
る
文
辞
か
ら
「
義
」
を
読
み
取
ら
ん
と
し
て
い
た
孔
子
が

『
公
羊
伝
』
で
は

、

経
文
の
文
辞
に
責
任
を
負
っ
て
「
其
詞
則
丘
有
罪
焉
耳
」
と
言
う
の
だ
が
、
こ
れ
で
は

、

経
文
を
あ
え
て
改
め
な
か
っ
た
と
い
う
直
前
の
孔
子
像
と
矛
盾
し
よ
う

。

（
注

）
26

『
左
伝
』
宣
公
二
年
が
「
大
史
書
曰
、
趙
盾
弑
其
君
、
以
示
於
朝

」
と
す
る
こ
と
は

。

、
、

上
に
述
べ
た
が

『
公
羊
伝
』
宣
公
六
年
も
「
晋
史
書
賊
曰
、
晋
趙
盾
弑
其
君
夷
獔

」

、

。

、
、

と
い
う
。
晋
の
史
官
が
「
晋
趙
盾
弑
其
君
夷
獔

」
と
記
す
と
い
う
の
は
不
自
然
だ
が
、

。

、

と
も
あ
れ
『
公
羊
伝
』
の
こ
の
部
分
は
、
一
字
褒
貶
を
孔
子
で
は
な
く
史
官
に
出
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
『
公
羊
伝
』
哀
公
十
四
年
は
「

春
秋
』
何
以
始
乎
隠
。
祖

『



（ 62 ）

之
所
逮
聞
也

所
見
異
辞

所
聞
異
辞

所
伝
聞
異
辞

と
し
て
お
り

こ
の
条
が

春

。

、

、

。
」

、

『

秋
』
の
作
者
を
孔
子
と
見
做
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
衆
目
が
一
致
し
て
い
る
。

孔
子
を
『
春
秋
』
の
作
者
だ
と
す
る
の
は
（

孟
子
』
以
外
の
）
戦
国
期
の
文
献
に
は

『

見
え
な
い
『
公
羊
伝
』
の
特
徴
で
、
そ
の
成
立
が
戦
国
末
以
降
に
降
る
こ
と
を
示
唆
す

る
。
一
方
、
孔
子
を
経
文
の
作
者
と
せ
ず
経
義
の
解
説
者
と
す
る
説
話
を
存
し
て
い
る

こ
と
は

『
公
羊
伝
』
が
様
々
な
見
解
を
寄
せ
集
め
た
編
纂
物
で
あ
る
こ
と
、
仮
に
中
心

、

と
な
る
学
派
・
学
統
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と
は
別
系
統
の
伝
承
を
大
胆
に
取
り

込
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

問
答
体
に
つ
い
て
言
え
ば

『
公
羊
伝
』
に
「
何

「
何
為

「
奈
何
」
等
は
計
一
千
例

、

」

」

以
上

「
曷
為
」
は
三
百
四
十
例
ほ
ど
あ
る
が

「
為
」
を
伴
わ
な
い
「
曷
」
は
わ
ず
か

、

、

六
例
、
そ
の
う
ち
四
例
は
「
然
則
曷
称

「
然
則
曷
用

「
然
則
曷
祭

「
然
則
郊
曷
用
」

」

」

」

と
い
う
類
似
し
た
形
で
見
え
る

『
公
羊
伝
』
の
「
曷
為
」
は
「
何
為
」
等
よ
り
も
遅
れ

。

て
、
し
か
も
短
期
間
に
ま
と
め
て
追
加
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
、
あ
る
い
は
『
公

羊
伝
』
が
問
答
体
と
し
て
統
一
さ
れ
た
最
終
段
階
で
挿
入
さ
れ
た
も
の
か

。

（
注

）
27

戦
国
諸
子
に
お
け
る
「
曷
」
字
の
用
例
は
少
な
く

『
荀
子

『
呂
氏
春
秋
』
に
至
り

、

』

よ
う
や
く
多
用
さ
れ
る

「
曷
為
」
の
初
出
は
お
そ
ら
く
『
荀
子
』
だ
が
、
比
較
的
古
い

。

と
さ
れ
る
正
論
篇
は
こ
れ
を
反
語
で
用
い
て
お
り
、
疑
問
の
「
曷
為
」
は
大
略
篇
に
降

る
。
反
語
で
は
な
く
理
由
を
問
う
（
あ
る
い
は
説
明
す
る

「
曷
為
」
は
『
呂
氏
春
秋
』

）

や
『
韓
詩
外
伝
』
が
多
く
用
い
て
お
り
、
も
し
「
曷
為
」
の
繰
り
返
し
に
よ
る
問
答
体

を
『
公
羊
伝
』
の
基
本
的
な
構
造
と
見
る
な
ら

『
公
羊
伝
』
の
「
基
本
的
な
成
立
」
は

、

『
荀
子
』
よ
り
も
『
韓
詩
外
伝
』
に
近
い
時
期
で
は
な
か
ろ
う
か

。

（
注

）
28

と
こ
ろ
で
『
公
羊
伝
』
の
末
尾
に
は
「
君
子
曷
為
為
『
春
秋

。
撥
乱
世
、
反
諸
正
、

』

、
、

莫
近
諸
『
春
秋

」
と
あ
り
、
こ
れ
が
『
史
記
』
高
祖
本
紀
の
「
高
祖
起
微
細
、
撥
乱

』
。

世
、
反
之
正

」
や
三
王
世
家
の
「
高
皇
帝
、
撥
乱
世
、
反
諸
正

」
と
酷
似
す
る
こ
と

、

、

は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る

「
撥
乱
反
正
」
と
は
高
祖
の
功
績
を
称
え
る
フ
レ
ー
ズ
で
、

。

『

』

『

』

（

）

こ
れ
を

春
秋

の
目
的
だ
と
す
る

公
羊
伝

は
高
祖
の
死
後

前
一
九
五
年
以
降

の
完
成
か
も
し
れ
な
い

。
ま
た
『
公
羊
伝
』
の
冒
頭
に
「
何
言
乎
王
正
月
。
大

（
注

）

、

29

一
統
也

」
と
あ
る
が

「
一
統
」
は
李
斯
が
始
皇
の
統
一
（
前
二
二
一
年
）
を
称
え
た

。

、

フ
レ
ー
ズ
で

『
公
羊
伝
』
の
完
成
が
始
皇
の
統
一
よ
り
も
遅
れ
る
こ
と
は
確
実

（
注

）
、

30

だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
統
一
秦
以
前
に
も
『
春
秋
』
の
経
解
（
後
に
『
公
羊
伝
』
が
採
用
す
る

も
の
を
含
む
）
は
存
在
し
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
経
解
を
集
成
し
た
書
物
が
編
纂
さ
れ
て

い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
だ
が

「
撥
乱
反
正
」
を
『
春
秋
』
の
目
的
と
せ
ず
、

、

、
、

「
一
統
」
を
重
視
せ
ず
、
問
答
体
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
仮
想
的
な
経
解
書
を
『
公
羊

、
、

、
、
、

伝
』
と
呼
び
、
戦
国
期
に
『
公
羊
伝
』
は
基
本
的
に
成
立
し
て
い
た
と
唱
え
る
な
ら
、

あ
る
い
は
さ
ら
に
、
戦
国
期
に
『
公
羊
伝
』
は
基
本
的
に
成
立
し
て
い
た
か
ら
現
行
本

『
公
羊
伝
』
を
基
本
的
に
戦
国
期
の
資
料
と
扱
っ
て
よ
い
と
主
張
す
る
な
ら
、
筆
者
は

そ
の
よ
う
な
立
場
に
は
賛
成
し
が
た
い
。

ま
と
め

、

、

前
漢
の
景
帝
期
ま
で
は

学
習
者
に
よ
る
伝
文
の
追
記
・
改
変
が
許
容
さ
れ
て
お
り

『
公
羊
伝
』
の
「
定
本
」
は
存
在
し
な
か
っ
た

『
公
羊
伝
』
の
テ
キ
ス
ト
が
閉
じ
ら
れ

。

伝
文
が
「
完
成
」
し
た
の
は
、
呉
楚
七
国
の
乱
よ
り
後
で
あ
る
。

『
公
羊
伝
』
の
「
最
終
的
な
完
成
」
は
景
帝
期
だ
と
し
て
も
、
伝
義
の
蓄
積
に
は
戦

国
か
ら
漢
代
ま
で
の
長
い
歴
史
が
予
想
さ
れ

『
公
羊
伝
』
の
「
基
本
的
な
成
立

「
原

、

」

初
的
な
編
纂
」
の
時
期
を
戦
国
期
と
す
る
主
張
は
可
能
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
意
味
の

「
『

』

」

、

、

公
羊
伝

の
成
立

を
い
つ
と
す
る
か
は

論
者
が
想
定
す
る
伝
義
の
蓄
積
過
程
や

『

』

。

何
よ
り
論
者
ご
と
の

公
羊
伝

の
定
義
・
要
件
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
し
ま
う

こ
の
定
義
を
明
示
し
な
い
ま
ま
で
「

公
羊
伝
』
の
成
立
時
期
」
を
云
々
す
る
こ
と
は
、

『
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議
論
と
し
て
意
味
が
無
い
。
そ
し
て
筆
者
は
、
後
に
『
公
羊
伝
』
に
採
用
さ
れ
る
個
別

の
伝
義
の
出
現
や
、
現
行
本
と
の
異
同
も
明
ら
か
で
は
な
い
仮
想
的
な
テ
キ
ス
ト
の
出

現
を
で
は
な
く
、
現
行
本
と
共
通
す
る
特
徴
を
備
え
た
『
公
羊
伝
』
の
成
立
を
「

公
羊

『

伝
』
の
成
立
」
と
呼
び
た
い
。

『
春
秋
』
の
刪
定
者
を
孔
子
だ
と
し

「
曷
為
」
を
繰
り
返
す
問
答
体
に
よ
っ
て
そ
の

、

義
を
述
べ
、
孔
子
が
「
一
統
」
を
大
と
し
「
撥
乱
反
正
」
を
目
指
し
た
と
主
張
す
る
、

こ
れ
ら
を
『
公
羊
伝
』
の
特
徴
だ
と
す
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
『
公
羊
伝
』
が
統
一
秦

以
前
に
存
在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い

『
公
羊
伝
』
が
「
基
本
的
に
成
立
」
し
た
の
は

。

早
く
と
も
前
二
二
一
年
以
後
、
そ
の
「
完
成
」
は
前
一
五
四
年
以
後
と
な
る
。

こ
れ
が
、
筆
者
の
定
義
に
よ
る
「

公
羊
伝
』
の
成
立
時
期
」
で
あ
る
。

『

注

（
１
）
も
ち
ろ
ん
新
出
土
資
料
の
下
葬
や
鈔
写
の
年
代
を
特
定
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
文
献
の

成
立
時
期
に
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
も
し
文
献
が
成
立
直
後
た
だ
ち
に
埋
蔵
さ
れ
た
と

す
る
な
ら
、
文
献
の
成
立
時
期
と
テ
キ
ス
ト
の
鈔
写
時
期
と
下
葬
時
期
と
は
一
致
す
る
。
だ

が
こ
の
場
合
、
そ
の
文
献
は
地
上
で
展
開
す
る
思
想
史
へ
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
新
出
土
資
料
に
一
致
す
る
伝
世
文
献
が
地
上
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
文

献
の
成
立
か
ら
埋
蔵
ま
で
に
あ
る
程
度
の
期
間
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
浅
野
裕
一
「
新
出

土
資
料
と
諸
子
百
家
研
究

（

中
国
研
究
集
刊
」
三
八
、
二
〇
〇
五
年
）
は
「
原
著
が
成
立

」
「

し
て
か
ら
、
写
本
に
よ
っ
て
広
く
流
布
し
、
そ
の
一
本
を
墓
主
が
入
手
し
て
、
死
後
墓
中
に

副
葬
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
お
よ
そ
半
世
紀
ほ
ど
の
期
間
が
必
要
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

」
と
見

。

積
も
る
が

文
献
の
成
立
か
ら
副
葬
ま
で
に
必
ず
し
も
五
十
年
を
要
し
た
と
は
限
る
ま
い

史

、

。『

記
』
は

『
孤
憤

『
五
蠹
』
が
韓
非
の
生
前
に

「
子
虚
賦
」
が
司
馬
相
如
の
生
前
に
、
そ
れ

、

』

、

ぞ
れ
す
で
に
作
者
不
明
と
し
て
流
布
し
て
い
た
と
の
説
話
を
伝
え
る
。

（

）「

、

、

、

。

、

、

。

、

２

非
天
子

不
議
礼

不
制
度

不
考
文

今
天
下
車
同
軌

書
同
文

行
同
倫

雖
有
其
位

苟
無
其
徳
、
不
敢
作
礼
楽
焉
。
雖
有
其
徳
、
苟
無
其
位
、
亦
不
敢
作
礼
楽
焉

」
と
は
皇
帝
権

。

。（

『

』

「

、

。
」

力
に
対
す
る
儒
家
の
敗
北
宣
言
だ
ろ
う

筆
者
に
は

孟
子

の

春
秋

天
子
之
事
也

す
ら
戦
国
期
よ
り
も
秦
漢
期
の
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
見
え
る

）。

（
３

「
基
本
的
な
成
立
」
と
「
部
分
的
な
追
記
」
と
い
う
言
葉
は
、
文
献
の
「
成
立
」
時
期
を
自
在

）
に
設
定
で
き
る
魔
法
の
杖
だ
が
両
刃
の
剣
で
も
あ
る

「
追
記
が
施
さ
れ
て
い
る
」
と
は
む
し

。

ろ
文
献
全
体
の
信
頼
性
を
毀
損
す
る
事
態
だ
ろ
う
。
秦
漢
以
降
の
追
記
を
前
提
と
し
て
「
こ

の
文
献
は
戦
国
期
に
基
本
的
に
成
立
し
た
」
と
す
る
主
張
は
（

基
本
的
に
成
立
」
し
て
い
た

「

戦
国
期
の
テ
キ
ス
ト
と
現
行
本
と
の
異
同
を
ど
う
想
定
し
て
い
る
か
示
さ
な
け
れ
ば
）
現
行

本
全
体
を
戦
国
期
の
資
料
と
し
て
用
い
て
よ
い
と
い
う
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。

（
４
）
た
と
え
ば
渡
邉
義
浩
は

「
春
秋
三
伝
の
基
本
的
な
成
書
時
期
（
そ
の
著
作
の
基
本
的
な
枠
組

、

、
、
、
、
、
、

み
が
成
立
し
た
時
期
）
は
、
戦
国
時
代
の
後
期
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
つ
つ

「
そ
れ
が
完
成

、

、し
て
世
の
中
に
出
現
し
た
時
期
は
、
公
羊
伝
が
景
帝
期
・
穀
梁
伝
が
宣
帝
期
・
左
氏
伝
が
成

帝
期
で
あ
る
。
出
現
の
直
前
ま
で
続
け
ら
れ
る
改
訂
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
出
現
の
直
前
の
政
治

状
況
を
反
映
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
の
特
徴
は
、
当
該
時
期
の
政
治
情
勢
と

、
、
、
、
、

密
接
な
関
わ
り
を
持
つ

」
と
い
う
（

儒
教
と
中
国
「
二
千
年
の
正
統
思
想
」
の
起
源

、
講

。

『

』

談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
〇
年

。）

（
５

「
性
」
を
め
ぐ
る
孟
子
と
告
子
と
の
不
毛
な
論
争
を
想
起
さ
れ
た
い
。

）

（
６
）
福
井
重
雅
『
漢
代
儒
教
の
史
的
研
究

儒
教
の
官
学
化
を
め
ぐ
る
定
説
の
再
検
討

（
汲
古

―

―
』

、

）

、「

」「

」

。

書
院

二
〇
〇
五
年

は

国
教

国
教
化

の
語
を
用
い
る
こ
と
自
体
を
問
題
視
す
る

城
山
陽
宣
「
再
論
「
儒
教
」
と
は
何
か

儒
教
関
連
概
念
の
定
義
と
モ
デ
ル
化
に
関
す
る
一

―

考
察

（

東
日
本
国
際
大
学
研
究
紀
要
」
二
二-

一
、
二
〇
一
七
年
）
は
、
研
究
史
の
進
展

―
」
「

と
と
も
に
「
国
教
化
」
の
定
義
が
変
質
し
て
き
た
こ
と
を
具
体
的
に
指
摘
す
る
。

念
の
た
め
言
っ
て
お
け
ば
、
筆
者
は
「
国
教
化
」
の
定
義
を
正
し
い
も
の
に
統
一
せ
よ
と
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主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
同
じ
タ
ー
ム
を
使
っ
て
議
論
す
る
に
は
論
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

定
義
を
示
す
必
要
が
あ
る
、
す
く
な
く
と
も
、
相
手
が
そ
の
タ
ー
ム
を
自
分
と
同
じ
意
味
で

使
っ
て
い
る
か
否
か
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

（
７
）
太
史
公
自
序
に
「
凡
百
三
十
篇
、
五
十
二
万
六
千
五
百
字
、
為
太
史
公
書

「
蔵
之
名
山
、

。
」

副
在
京
師
、
俟
後
世
聖
人
君
子

」
と
あ
り
、
司
馬
遷
自
身
に
は
定
本
を
完
成
し
た
と
い
う
強

。

烈
な
自
負
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
後
人
は
『
史
記
』
を
い
わ
ば
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

自
由
に
追
記
し
て
い
た
よ
う
だ
。
現
行
本
『
史
記
』
の
「
完
成
」
は
後
漢
以
降
と
な
る
が
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
『
史
記
』
が
司
馬
遷
の
時
に
「
基
本
的
に
完
成
し
た
」
と
し
、
以
降
の
追

記
を
「
追
記
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
大
方
に
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
『
公
羊
伝
』
が
戦
国
期
に
い
っ
た
ん
「
成
立
」
し
て
お
り
、
そ
れ
以

降
の
「
追
記
」
部
分
を
明
ら
か
に
識
別
で
き
る
と
は
、
筆
者
に
は
信
じ
が
た
い
。

（
８
）
た
と
え
ば
「
わ
れ
武
成
に
お
い
て
は
二
、
三
策
を
取
る
の
み
」
と
い
っ
た
恣
意
的
な
取
捨
選

択
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
下
で
、
経
書
の
テ
キ
ス
ト
が
確
定
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

佐
藤
信
弥
「
清
華
簡
『
耆
夜
』
の
引
詩
と
そ
の
背
景

（

中
国
古
代
史
論
叢
」
八
、
二
〇
一

」
「

五
年
）
は
、
先
秦
で
は
『
詩
』
が
引
用
の
た
び
に
作
り
替
え
ら
れ
て
い
た
と
主
張
す
る
。

『

』

、

書

は
春
秋
諸
侯
に
係
る
篇
が
追
加
さ
れ
て
聖
王
の
発
言
集
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い

『

』

。『

』『

』

、

詩

は
そ
も
そ
も
詠
み
人
知
ら
ず
を
そ
の
本
質
と
す
る

詩

書

の
孔
子
刪
定
説
は

こ
れ
ら
を
「
経
」
と
位
置
づ
け
な
お
す
た
め
に
『
春
秋
』
孔
子
刪
定
説
を
模
倣
し
て
漢
代
に

提
唱
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

（
９
）
前
漢
文
帝
末
年
な
い
し
景
帝
初
年
に
公
孫
弘
が
学
ん
だ
と
い
う
「
春
秋
雑
説
」
に
つ
い
て
、

た
と
え
ば
何
焯
は
「
其
学
蓋
出
於
雑
家
、
則
此
雑
説
、
非
春
秋
経
師
之
雑
説
也
」
と
い
う
が

（
『

』

）
、

『

』

、

義
門
読
書
記

十
八

こ
れ
は
後
に
正
統
と
さ
れ
た

公
羊
伝

の
立
場
か
ら
遡
っ
て

胡
毋
生
が
整
理
す
る
直
前
の
経
解
群
を
「
雑
説
」
と
称
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。

『
史
記
』
儒
林
列
伝
は
、
董
仲
舒
の
「
趙
地
の
正
統
な
公
羊
学
」
に
対
立
す
る
「
斉
魯
の

非
正
統
な
春
秋
学
」
と
し
て
胡
毋
生
か
ら
公
孫
弘
を
経
て
瑕
丘
江
生
へ
至
る
学
統
を
描
く
よ

う
だ
（

史
記
』
儒
林
列
伝
の
「
故
漢
興
至
于
五
世
之
間
、
唯
董
仲
舒
名
為
明
於
春
秋
。
其
伝

『

公
羊
氏
也

」
と
「
仲
舒
弟
子
遂
者
、
蘭
陵
褚
大
・
広
川
殷
忠
・
温
呂
歩
舒
。

為
郎
謁
者

。

…
…

掌
故
者
以
百
数

」
と
は
本
来
連
続
す
る
よ
う
に
見
え
、
こ
れ
ら
の
中
間
に
あ
る
「
胡
毋
生
、

。

斉
人
也
。
孝
景
時
為
博
士
。
以
老
帰
教
授
。
斉
之
言
春
秋
者
多
受
胡
毋
生
。
公
孫
弘
亦
頗
受

焉
。
瑕
丘
江
生
為
穀
梁
春
秋
、
自
公
孫
弘
得
用
。
嘗
集
比
其
義
、
卒
用
董
仲
舒

」
は
錯
簡
と

。

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
が
、
筆
者
は
こ
の
う
ち
「
之
言
春
秋
者
多
受
胡
毋
生
」
ま
た
は
「
嘗

集
比
其
義
卒
用
董
仲
舒
」
の
み
を
追
記
（

漢
書
』
か
ら
の
混
入
）
と
見
れ
ば
よ
く

「
瑕
丘

『

、

江
生
為
穀
梁
春
秋
、
自
公
孫
弘
得
用

」
の
部
分
は
儒
林
列
伝
本
来
の
文
（
同
列
伝
内
部
で
の

。

錯
簡
）
と
扱
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
現
時
点
で
は
考
え
て
い
る

。）

『

』

、

、

『

』

漢
書

儒
林
伝
は

胡
毋
生
を
董
仲
舒
の
同
門

そ
の
学
を
受
け
た
公
孫
弘
も

公
羊

学
者
と
し

さ
ら
に
江
公
の
学
統
を
胡
毋
生
・
公
孫
弘
か
ら
切
り
離
し
て

こ
れ
を
本
来

春

、

、

『

秋
』
と
は
無
関
係
だ
っ
た
魯
申
公
へ
接
続
し
た

『
史
記
』
で
は
董
仲
舒
を
陥
れ
た
悪
丞
相
、

。

董
仲
舒
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
公
孫
弘
は

『
漢
書
』
で
は
董
仲
舒
の
仲
間
と
な
り
、
新
た
な

、

、

敵
で
あ
る
瑕
丘
江
公
と
の
戦
い
で
董
仲
舒
を
支
え
る
役
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
の
だ
が

董
仲
舒
を
胡
毋
生
と
同
門
と
す
る
の
は
年
代
的
に
も
無
理
が
あ
り
、
董
仲
舒
が
書
を
著
し
て

同
門
で
あ
る
胡
毋
生
の
徳
を
称
え
た
と
す
る
の
も
不
自
然
だ
ろ
う
。

（

）『

』

「

。

。
」

「

「

」

、『

』

公
羊
伝

隠
公
二
年

紀
子
伯
者
何

無
聞
焉
爾

の
何
注
に

言

無
聞

者

春
秋

10

有
改
周
受
命
之
制
、
孔
子
畏
時
遠
害
、
又
知
秦
将
燔
詩
書
、
其
説
口
授
、
相
伝
至
漢
。
公
羊

、
、
、
、

氏
及
弟
子
胡
毋
生
等
、
乃
始
記
於
竹
帛
。
故
有
所
失
也

」
と
あ
り
、
ま
た
公
羊
疏
序
に
「
戴

。

、
、
、
、
、

宏
序
云
、
子
夏
伝
与
公
羊
高
、
高
伝
与
其
子
平
、
平
伝
与
其
子
地
、
地
伝
与
子
敢
、
敢
伝
与

其
子
寿
。
至
漢
景
帝
時
、
寿
乃
共
弟
子
斉
人
胡
毋
子
都
著
於
竹
帛
、
与
董
仲
舒
。
皆
見
於
図

、
、
、
、
、

、
、
、
、

讖

と
あ
る

公
羊
伝

は

子
公
羊
子

の
姓
の
み
を
挙
げ

史
記

漢
書

も

公

。
」

。『

』

「

」

、『

』『

』

「

羊
氏
」
の
名
を
記
さ
な
い
が

『
春
秋
説
題
辞
』
は
「
伝
我
書
者
公
羊
高
也
」
と
い
う
（
公
羊

、

、
、
、

疏
序
引

「
公
羊
」
は
「
公
明
」
の
転
訛
と
思
わ
れ
る
が
（
洪
頤
煊
『
読
書
叢
録

『
春
秋

）
。

』
）
、

く

よ
う

く
み
ょ
う

』

「

」

「

」

『

』

「

」

説
題
辞

は

公
羊

を

公
明

と
解
し
た
上
で
こ
れ
を

孟
子

に
見
え
る

公
明
高



（ 65 ）

に
宛
て
た
も
の
と
な
る

『
論
語
』
憲
問
の
「
公
明
賈
」
を
『
礼
記
』
雑
記
下
が
「
公
羊
賈
」

。

、

、

と
す
る
の
は

『
公
羊
伝
』
の
古
さ
で
は
な
く
雑
記
の
新
し
さ
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

、

日
原
利
国
『
春
秋
公
羊
伝
の
研
究

（
創
文
社
、
一
九
七
六
年
）
は

「
学
問
に
権
威
あ
ら

』

、

し
め
る
た
め
、
伝
承
は
無
論
の
こ
と

「
竹
帛
に
著
け
た
」
時
期
を
も
、
よ
り
古
い
時
期
に
設

、

定
し
が
ち
で
あ
る
が
、
公
羊
家
自
身
が
右
の
ご
と
く
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、

口
伝
の
書

…
…

物
化
は
景
帝
の
世
、
胡
毋
生
の
手
に
な
る
、
と
理
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ

よ
り
古
く
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
い
わ
ゆ
る
「
竹
帛
に
著
す
」
と
は
、
公
羊

伝
の
成
立
を
意
味
し
、
そ
の
と
き
最
後
の
整
理
が
加
え
ら
れ
て
完
成
し
た
、
と
考
え
て
不
可

、
、

は
な
か
ろ
う

」
と
い
う
が
、
続
け
て
「
し
か
ら
ば
伝
義
の
形
成
、
す
な
わ
ち
公
羊
伝
の
生
成

。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
い
つ
の
時
代
に
始
ま
っ
た
か
、
大
体
の
輪
郭
が
形
成
さ
れ
た
の
は
い
つ
頃
な
の
か

」
と
い

。

う
問
題
を
設
定
し
て

結
局
は

公
羊
伝
の
成
立

を

戦
国
末

と
し

公
羊
伝

が

公

、

「

」

「

」

、『

』

「

、
、

羊
寿
・
胡
毋
生
に
至
る
ま
で
、
斉
の
僻
陬
の
地
で
長
い
「
口
伝
相
授
」
の
期
間
を
持
っ
た

、」

「

、「

」

」

」

。

、

や
が
て
訪
れ
る
統
一
国
家
の
た
め
に

一
王
の
法

を
準
備

し
た

と
す
る

な
ら
ば

戦
国
末
に
成
立
し
た
『
公
羊
伝
』
は
秦
漢
帝
国
の
た
め
の
「
一
王
の
法
」
を
あ
ら
か
じ
め
備

、
、

え
て
お
り
、
そ
の
「
伝
義
」
が
そ
の
ま
ま
「
口
伝
相
授
」
さ
れ
て
漢
代
に
書
物
化
さ
れ
た
と

い
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も

『
公
羊
伝
』
は
秦
漢
帝
国
と
共
進
化
し
て
「
一
王
の
法
」
を

、

整
え
た
も
の
で
、
戦
国
末
に
成
立
し
た
『
公
羊
伝
』
と
漢
代
に
完
成
し
た
『
公
羊
伝
』
と
は

、
、

、
、

そ
の
「
伝
義
」
を
異
に
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

（

）
た
と
え
ば
平
勢
隆
郎
は
、
戦
国
中
期
の
田
斉
が
『
春
秋
』
と
そ
の
「
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
」
を
作

11

成
し
た
と
想
定
し
、
自
ら
仮
想
し
た
「
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
」
を
現
行
本
『
公
羊
伝
』
と
同
一
視

す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
「
私
は
、
両
者
に
相
違
が
あ
る
と
い
う
証
拠
を
一
つ
も
つ
か
ん
で
い

な
い
。
だ
か
ら
、
私
は
、
現
存
『
公
羊
伝
』
が
『
春
秋
』
の
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
だ
、
少
な
く
と

も
内
容
上
は
そ
う
だ
（
中
略
）
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る

」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（

春
秋

。

『

と
左
伝
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
三
年

。）

吉
本
道
雅
「
春
秋
三
伝
小
考

（

東
亜
文
史
論
叢
」
一
、
二
〇
〇
三
年
）
は

『
公
羊
伝
』

」
「

、

に
「
秦
へ
の
意
識
的
な
悪
意
」
を
見
出
し
、
こ
れ
を
「
湣
王
期
の
斉
・
秦
対
立
を
反
映
し
た

。
」

、『

』

。

も
の
と
思
わ
れ
る

と
し
て

公
羊
伝

を
前
三
世
紀
前
半
の
田
斉
で
成
書
し
た
と
す
る

ま
た

『
穀
梁
伝
』
が
晋
を
夷
狄
視
し
つ
つ
趙
に
は
好
意
的
だ
と
指
摘
し
、
こ
れ
が
魏
に
よ
る

、

軍
事
的
圧
迫
を
「
反
映
す
る
も
の
に
相
違
な
い
」
と
し
て

『
穀
梁
伝
』
が
前
三
世
紀
半
ば
の

、

魯
で
成
書
し
た
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
論
法
に
反
証
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
だ
が
、

そ
も
そ
も
戦
国
期
に
現
行
本
と
同
じ
『
公
羊
伝

『
穀
梁
伝
』
が
存
在
し
た
こ
と
を
前
提
と
し

』

て
こ
れ
ら
の
成
書
国
や
成
書
時
期
を
考
え
る
と
い
う
の
は
危
険
で
は
な
か
ろ
う
か
。

時
空
を
超
え
た
普
遍
的
な
価
値
を
持
つ
知
的
遺
産
を
「
古
典
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
時
勢
に

『

』

『

』

『

』

「

」

。

合
わ
せ
て

春
秋

を
解
釈
し
た

公
羊
伝

や

穀
梁
伝

は

古
典

の
対
極
に
あ
る

『

』

、

、

景
帝
期
の
時
務
書
と
し
て
登
場
し
た

公
羊
伝

は

完
成
の
瞬
間
か
ら
陳
腐
化
が
始
ま
り

厳
氏
・
顔
氏
に
よ
る
伝
義
の
修
正
や
『
春
秋
繁
露
』
の
出
現
、
ひ
い
て
は
伝
文
そ
の
も
の
の

再
作
成
（

穀
梁
伝
』
の
作
成
）
が
必
要
と
さ
れ
た
。
も
し
戦
国
期
の
特
定
の
情
勢
に
応
じ
て

『

『
公
羊
伝
』
や
『
穀
梁
伝
』
が
そ
れ
ぞ
れ
作
成
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
書
物
が

そ
の
ま
ま
漢
代
ま
で
保
存
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
困
難
だ
ろ
う
。

（

）
内
野
熊
一
郎
『
秦
代
に
於
け
る
経
書
経
説
の
研
究

（
東
方
文
化
学
院
、
一
九
三
九
年
）
は
、

』

12

『
荀
子

『
呂
氏
春
秋

『
韓
非
子
』
な
ど
が
『
公
羊
伝

『
穀
梁
伝
』
の
説
を
引
く
と
す
る
。

』

』

』

吉
本
「
左
伝
成
書
考

（

立
命
館
東
洋
史
学
」
二
五
、
二
〇
〇
二
年
）
は
内
野
に
従
い
三
伝

」
「

が
戦
国
期
す
で
に
成
書
し
て
い
た
と
す
る
が
、
内
野
が
指
摘
す
る
の
は
引
用
で
は
な
く
類
似

で
あ
り
、
現
行
本
と
同
じ
『
公
羊
伝

『
穀
梁
伝
』
が
『
荀
子
』
等
に
先
ん
じ
て
成
立
し
て
い

』

た
と
必
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

山
田
琢
「
公
羊
伝
の
成
立

（

金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
」
哲
学
史
学
篇
五
、
一
九
五
八

」
「

年
）
は

「
公
羊
伝
は
諸
種
の
材
料
の
併
合
構
成
か
ら
成
っ
て
い
る

「
併
合
構
成
さ
れ
て
い

、

」

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
構
成
の
際
の
資
料
と
な
っ
た
も
の
が
既
に
成
文
と
な
っ
て
い
た
、

と
み
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し

「
胡
毋
生
に
よ
っ
て
、
公
羊
春
秋
学
の
骨
組
み
は

、

で
き
上
っ
た
も
の
だ
と
み
て
よ
い

「
胡
毋
生
に
よ
っ
て
公
羊
伝
の
綜
合
的
な
編
輯
が
な
さ
れ

」
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た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
ほ
ぼ
信
じ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
言
う
。

（

）
吉
本
二
〇
〇
二
は

『
左
伝
』
文
公
六
年
「
君
子
是
以
知
秦
之
不
復
東
征
也
」
を
秦
献
公
に
よ

、

13

る
東
方
進
出
の
再
開
（
前
三
六
四
年
）
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
と
し

『
左
伝
』
の
「
基
本
的

、

な
成
書

を
前
三
六
四
年
以
前
と
推
定
す
る

吉
本
は
前
三
六
四
年
よ
り
も
以
降
の
状
況

衛

」

。

（

の
滅
亡
な
ど
）
を
踏
ま
え
た
事
後
予
言
の
存
在
も
指
摘
し

「
邦
」
に
対
す
る
避
諱
や
文
公
十

、

三
年
の
い
わ
ゆ
る
劉
氏
宣
揚
問
題
に
も
言
及
し
て
「

左
伝
』
に
は
、
前
漢
以
降
の
附
加
部
分

『

さ
え
存
在
し
う
る
」
と
認
め
る
が
、
こ
れ
ら
を
「
前
三
六
四
年
以
前
に
成
立
し
た
『
左
伝
』

の
基
本
的
な
枠
組
み
に
大
幅
な
変
更
を
加
え
な
い
、
正
に
部
分
的
な
「
附
加
」
に
過
ぎ
な
か

っ
た
」
と
い
う
。

カ
ー
ル
グ
レ
ン
の
い
う
『
左
伝
』
の
均
質
な
文
法
は
一
般
に
承
認
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

ホ
モ
ジ
ナ
ス
グ
ラ
マ
ー

「

」

「

」

。

吉
本
は
い
わ
ゆ
る

左
語

を
戦
国
前
期
の
魏
語
と
す
る
根
拠
と
し
て

也
夫

を
挙
げ
る

こ
の
種
の
句
末
詞
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
は
『
論
語
』
の
皇
侃
本
や
定
県
四
十
号
漢
簡
本
に

よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
が
、
し
ば
ら
く
阮
元
本
に
よ
っ
て
『
左
伝
』
を
検
す
れ
ば

「
也
夫
」
は

、

吉
本
の
指
摘
よ
り
多
い
二
十
二
例
を
、
ま
た
「
也
乎
」
は
九
例

「
也
乎
哉
」
は
二
例
を
得
、

、

こ
れ
ら
は
た
と
え
ば
「
矣
夫
」
や
「
也
哉
」
よ
り
も
有
意
に
多
い
。
ま
た

『
左
伝
』
の
「
也

、

夫
」
は
晋
・
魯
・
衛
・
楚
・
鄭
・
鄆
・
呉
の
人
物
の
発
言
に
見
え
て
（

也
乎

「
也
乎
哉
」

「

」

は
斉
人
も
用
い
る

、
晋
（
の
ち
の
魏
）
や
「
君
子
曰
」
や
「
仲
尼
曰
」
の
専
用
で
は
な
い
。

）

だ
が
、
こ
れ
ら
は
『
左
伝
』
の
後
半
（
僖
公
二
十
四
年
以
降
）
の
み
に
用
い
ら
れ
、
と
く
に

。「

」

、

宣
・
成
・
襄
・
昭
公
あ
た
り
に
集
中
し
て
い
る

也
夫

が
戦
国
前
期
の
魏
語
だ
と
し
て
も

こ
れ
は
『
左
伝
』
の
内
部
で
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
い

「
魯
語
」
と
さ
れ
る

。

文
献
で
の
「
也
夫
」
の
用
例
は
た
し
か
に
乏
し
い
が

「
也
夫
」
は
「
左
語
」
よ
り
も
む
し
ろ

、

「
前
三
世
紀
の
一
般
的
な
文
語
」
で
多
用
さ
れ
る
よ
う
だ

『
論
語
』
の
「
命
矣
夫

「
莫
己

。

」

、
、

ジ

エ

ネ

ラ

ル

知
也
斯
己
而
已
矣
」
を
『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
は
「
命
也
夫

「
莫
己
知
也
夫
而
已
矣
」
に

」

、
、
、

、
、

、
、

そ
れ
ぞ
れ
置
換
し
て
お
り
、
特
に
「
命
也
夫
」
は
『
史
記
』
が
好
む
表
現
ら
し
い
。
も
ち
ろ

ん
「
左
語
」
に
由
来
す
る
「
也
夫
」
を
「
前
三
世
紀
の
一
般
的
な
文
語
」
や
「
漢
以
後
の
文

語
」
が
取
り
込
ん
だ
と
い
う
想
定
は
可
能
だ
が
、
馬
王
堆
『
老
子
』
甲
本
の
「
細
久
矣
」
を

乙
本
や
王
弼
本
が
「
久
矣
其
細
也
夫
」
に
作
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

、
、

（

）『

』

「

『

』

、

。

『

』
、

漢
書

楚
元
王
伝
は

初

左
氏
伝

多
古
字
古
言

学
者
伝
訓
故
而
已

及
歆
治

左
氏

14

引
伝
文
以
解
経
、
転
相
発
明
。
由
是
章
句
義
理
備
焉

」
と
言
う

『
左
伝
』
が
劉
歆
の
少
な

。

。

く
と
も
整
理
を
経
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
な
ら
『
左
伝
』
の
「
完
成
」
は
漢
代
と
な
る
は
ず

だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
左
伝
』
の
「
成
立
」
を
戦
国
期
だ
と
す
る
な
ら
、
そ
こ
に
あ
る

の
は
「

左
伝
』
成
立
の
時
期
を
め
ぐ
る
論
争
」
で
は
な
く
「

左
伝
』
成
立
の
定
義
を
め
ぐ

『

『

る
論
争
」
だ
ろ
う
。

（

）
山
田
崇
仁
「
春
秋
三
伝
の
先
後
関
係
に
つ
い
て

（

東
亜
文
史
論
叢
」
三
、
二
〇
〇
六
年
）

」
「

15

は
、
避
諱
の
状
況
な
ど
を
分
析
し
て
「
三
伝
は
い
ず
れ
も
統
一
秦
以
前
に
初
発
的
な
成
書
が

行
わ
れ
、
そ
れ
を
前
漢
高
祖
期
に
抄
写
し
た
も
の
が
現
行
本
の
祖
本
に
な
っ
た
と
結
論
づ
け

ら
れ
る

」
と
い
う
。

。

（

）

「

、

、

。
」

、

坊
記
に
は
他
に
も

魯
春
秋

猶
去
夫
人
之
姓
曰
呉

其
死
曰
孟
子
卒

等
の
解
経
が
見
え

16

『
論
語
』
述
而
に
は
「
君
取
於
呉
為
同
姓
、
謂
之
呉
孟
子

」
と
あ
る

『
公
羊
伝
』
哀
公
十

。

。

二
年
の

孟
子
者
何

昭
公
之
夫
人
也

其
称
孟
子
何

諱
娶
同
姓

蓋
呉
女
也

は

論

「

。

。

。

。

。
」

、『

、

語
』
や
坊
記
の
説
を
後
次
的
に
取
り
込
ん
だ
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。

（

）
坊
記
鄭
注
引
「
春
秋
伝
」
は
「
呉
楚
之
君
不
書
葬
、
辟
其
僣
号
也

」
に
作
る
。

。

、

17

坊
記
や
曽
子
問
、
喪
服
四
制
の
「
天
無
二
日
、
土
無
二
王
」
は
、
地
上
に
複
数
の
王
者
が

、

。

『

』

「

、

、

存
在
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い

こ
れ
に
対
し
て

孟
子

万
章
上
の

孔
子
曰

天
無
二
日

民
無
二
王

」
は
、
民
が
複
数
の
王
に
属
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
だ
け
で
、
複
数
の
王
が
存
在

。

、す
る
こ
と
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る

『
大
戴
礼
記
』
本
命
の
「
天
無

。

二
日
、
国
無
二
君
」
は
、
さ
ら
に
緩
や
か
な
立
場
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

、

、

（

『
史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
に
よ
れ
ば
、
呉
は
前
四
七
三
年
（
魯
哀
公
二
十
二
年
）
に
越
に
よ
っ

）
18

。『

』

『

』

、『

』

て
滅
ぼ
さ
れ
た

史
記
索
隠

引

紀
年

に
越
王
翳
が
呉
へ
遷
都
し
た
こ
と
が

史
記

越
王
句
践
世
家
に
楚
威
王
が
越
王
無
彊
を
殺
し
て
呉
地
を
取
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
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（

）
た
と
え
ば
『
墨
子
』
非
攻
下
に
「
今
天
下
好
戦
之
国
、
斉
晋
楚
越

、
節
葬
下
に
「
南
有
楚
越

」

、
、

、
、

19

之
王
、
而
北
有
斉
晋
之
君
」
と
あ
り
（
た
だ
し
非
攻
中
に
は
「
南
則
荊
呉
之
王
、
北
則
斉
晋

、
、

之
君
」
と
あ
る

、
天
志
下
に
「
譬
之
若
楚
越
之
君
」
と

『
荘
子
』
徳
充
符
に
「
自
其
異
者

）

、

、
、

視
之

肝
胆
楚
越
也

と

管
子

覇
形
に

南
致
楚
越
之
君

と
あ
る

荀
子

は

楚

、

」

、『

』

「

」

。『

』

「

、
、

、
、

越
」
を
連
称
し
（
正
論

、
ま
た
「
越
人
安
越
、
楚
人
安
楚

（
栄
辱

「
居
楚
而
楚
、
居
越

）

」

）
、

、

、

、

、

而
越
、
居
夏
而
夏

（
儒
效
）
と
言
う
が

「
呉
越
」
や
「
呉
楚
」
は
用
い
な
い
。

、
」

、

『
呂
氏
春
秋
』
察
微
に
「
呉
楚
以
此
大
隆

」
と
あ
る
が
、
こ
の
章
は
末
尾
に
『
孝
経
』
を

。

、
、

引
い
て
総
括
し
て
お
り
漢
代
に
ま
で
降
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
「
大
隆
」
は
『
荀
子
』
で

「
大
一
」
と
共
起
す
る
以
外
に
先
秦
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
だ
。
ま
た
『
戦
国
策
』

斉
策
に
「
天
下
震
動
驚
駭
、
威
信
呉
楚
、
伝
名
後
世

」
の
句
が
あ
る
が

『
史
記
』
魯
仲
連

。

、

、
、

鄒
陽
列
伝
や
『
三
国
志
』
陳
思
王
植
伝
注
引
「
魯
連
与
燕
将
書
曰
」
に
は
「
天
下
震
動
、
諸

侯
驚
駭
、
威
加
呉
越

」
と
あ
る
の
で

『
戦
国
策
』
の
「
呉
楚
」
は
後
人
の
修
文
だ
ろ
う
。

。

、

、
、

（

）
楯
身
智
志
「
前
漢
楚
王
国
の
虚
像
と
実
像

『
史
記
』
楚
元
王
世
家
と
『
漢
書
』
楚
元
王
伝

―

20

の
比
較
を
通
じ
て

工
藤
元
男
先
生
退
休
記
念
論
集
編
集
委
員
会

中
国
古
代
の
法
・
政
・

―
」（

『

』
、

、

）

、

「

、

俗

汲
古
書
院

二
〇
一
九
年

は

楚
の
復
国
に
つ
い
て

こ
こ
か
ら
垣
間
見
え
る
の
は

い
か
に
反
乱
を
首
謀
し
た
と
し
て
も
、
当
該
王
家
の
人
間
が
生
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
可

能
な
限
り
王
国
を
存
続
さ
せ
た
方
が
よ
い
、
と
い
う
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
で
あ
る

」
と
指
摘
し
、

。

「
景
帝
の
皇
帝
位
を
否
定
し
た
呉
の
復
興
だ
け
は
容
認
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
言

う
。
だ
が
、
楚
王
戊
は
楚
の
初
代
で
は
な
く
三
代
目
で
、
戊
の
自
殺
後
に
そ
の
叔
父
を
立
て

る
こ
と
が
劉
交
の
嗣
を
継
が
せ
る
こ
と
と
な
る
の
に
対
し
、
呉
王
濞
は
呉
の
初
代
で
、
国
祖

が
自
ら
謀
反
し
た
者
で
あ
る
。
呉
が
復
国
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
呉
王
濞
が
「
景
帝
の
皇
帝

位
を
否
定
し
た
」
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
国
祖
が
謀
反
し
「
継
嗣
」
の
資
格
を
失
っ
た
か
ら

で
は
な
か
ろ
う
か
。
楯
身
は
ま
た
、
宣
帝
の
元
康
四
年
（
前
六
二
年
）
に
実
施
さ
れ
た
高
祖

功
臣
の
「
復
家
」
措
置
の
際
、
本
来
対
象
と
な
る
べ
き
上
邳
侯
劉
郢
客
（
後
の
楚
夷
王
。
王

戊
の
父
）
の
家
系
が
す
で
に
断
絶
し
て
お
り
（
王
戊
の
孫
娘
（
前
一
二
〇
年
～
前
四
九
年
）

が
『
漢
書
』
西
域
伝
下
に
見
え
る
が
そ
の
父
は
未
詳

、
存
続
し
て
い
た
郢
客
の
弟
の
家
系
が

）

「

」

、

「

」

復
家

に
与
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

こ
こ
に
宣
帝
の
旧
楚
王
家
へ
の

警
戒
感

。

「

」

、

を
読
み
取
ろ
う
と
す
る

だ
が

復
家

は
功
臣
の
直
系
子
孫
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り

弟
の
子
孫
が
こ
れ
に
与
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
え
て
異
と
す
る
に
は
足
る
ま
い
。

（

）
そ
も
そ
も
「
公
羊
伝
」
と
い
う
固
有
名
は
複
数
の
「
伝
」
の
存
在
を
前
提
と
す
る
は
ず
だ
。

21

『

』

、

「

」

、

崔
適

春
秋
復
始

は

漢
初
に

公
羊
伝

の
名
も
経
と
伝
と
の
区
別
も
無
か
っ
た
と
し

た
と
え
ば
『
史
記
』
が
経
と
伝
と
を
区
別
せ
ず
単
に
『
春
秋
』
と
呼
ぶ
と
指
摘
す
る
。
日
原

は
『
史
記
』
が
『
左
伝
』
を
指
し
て
『
春
秋
』
と
呼
ぶ
例
と
し
て
五
帝
本
紀
賛
の
「
予
観
春、

秋
国
語
、
其
発
明
五
帝
徳
帝
繋
姓
章
矣
」
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
は
『
春
秋
（
左
伝

』
と
『
国

）

、語
』
と
を
並
記
し
た
も
の
で
は
な
く
『
春
秋
国
語
』
の
四
字
を
書
名
と
解
す
べ
き
で
、
劉
向

以
前
の
『
国
語
』
を
指
し
た
も
の
だ
ろ
う
（

春
秋
国
語
』
は
『
風
俗
通
』
や
『
説
文
』
に
も

『

見
え
る

。
な
お
「
公
羊
」
の
書
名
は

『
史
記
』
で
は
儒
林
列
伝
に
一
例
の
み

『
漢
書
』
で

）

、

、

も
儒
林
伝
や
楚
元
王
伝
、
五
行
志
な
ど
新
し
い
部
分
に
し
か
見
え
な
い
。

も
し
三
伝
を
漢
代
に
順
次
出
現
し
た
も
の
と
考
え
ず
、
戦
国
期
す
で
に
三
伝
が
成
立
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
変
化
し
な
が
ら
互
い
に
は
混
淆
せ
ず
に
併
存
・
対
立
し
て
い
た
と
考
え
る

な
ら
、
三
伝
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
重
要
な
問
題
と
な
っ
た
は
ず
で
、
漢
初
に

至
る
も
こ
れ
ら
に
固
有
名
が
な
か
っ
た
と
は
理
解
し
が
た
い
。

（

）
加
賀
栄
治
「
孟
子
に
お
け
る
孔
子
「
春
秋
」
制
作
説
に
つ
い
て

（
大
塚
漢
文
学
会
「
中
国
文

」

22

」

、

）

、

「

、

」

、『

』

化

五
〇

一
九
九
二
年

は

宣
公
二
年

大
史
書
曰

趙
盾
弑
其
君

に
よ
り

左
伝

が
「
孔
子
を
『
春
秋
』
の
制
作
者
と
は
し
て
い
な
い

」
と
指
摘
す
る
。

。

（

『
竹
書
紀
年
』
に
は
、
越
王
を
「
子
」
と
貶
記
し
、
河
陽
へ
の
召
王
を
明
記
し
な
い
等
の
筆
法

）
23

が
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
戦
国
魏
の
儒
家
（

子
夏
学
派
」
か
）
が
『
春
秋
経
』
に
倣
っ
て
魏
の

「

年
代
記
を
刪
定
し
た
も
の
と
も
解
し
得
る
が
、
こ
れ
ら
は
諸
国
の
史
官
が
共
有
し
て
い
た
記

録
の
常
法
で
、
孔
子
（

春
秋

）
特
有
の
筆
法
で
は
な
い
と
い
う
解
釈
も
あ
り
得
よ
う

『
国

『

』

。

』

、

「

、

」

「

」

語

呉
語
に
は

晋
が

諸
侯
無
二
君

而
周
無
二
王

を
主
張
し
て
呉
王
夫
差
を

呉
公
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と
呼
ん
だ
（
呉
も
こ
れ
を
許
諾
し
た
）
と
い
う
説
話
が
見
え
る
。

（

）『

』

「

、

『

』『

』『

』『

』『

』『

』

、

荘
子

天
運
に

孔
子
謂
老
聃
曰

丘
治

詩

書

礼

楽

易

春
秋

六
経

24

自
以
為
久
矣

と
あ
り

孔
子
を

春
秋

の
制
作
者
で
は
な
く
学
習
者
と
す
る
よ
う

礼

、
」

、

『

』

。『

記

経
解
は

孔
子
曰

と
し
て

春
秋

之
失

乱

属
辞
比
事
而
不
乱

則
深
於

春

』

「

」

「
『

』

、

。
」「

、

『

秋
』
者
也

」
と
い
う
が
、
こ
れ
も
孔
子
を
『
春
秋
』
の
刪
定
者
と
す
る
も
の
だ
と
は
考
え
に

。

く
い
。
降
っ
て
『
淮
南
子
』
主
術
訓
に
至
る
と

「
孔
子

為
魯
司
寇
、
聴
獄
必
為
断
、
作

、

…
…

『

』
、

、

。
」

、

『

』

。

為

春
秋

不
道
鬼
神

不
敢
専
己

と

孔
子
に
よ
る

春
秋

の
作
成
を
明
言
す
る

ま
た
泰
族
訓
は
上
記
の
『
礼
記
』
経
解
と
同
様
に
「

春
秋
』
之
失
也
、
刺

」
と
い
う
が
、

『

。

こ
れ
を
孔
子
の
発
言
と
は
し
て
い
な
い
。

『

』

「

、

、

。

韓
非
子

内
儲
説
上

魯
哀
公
問
於
仲
尼
曰

春
秋
之
記
曰

冬
十
二
月
霣
霜
不
殺
菽

。

、

。

、

、

、

何
為
記
此

仲
尼
対
曰

此
言
可
以
殺
而
不
殺
也

夫
宜
殺
而
不
殺

桃
李
冬
実

天
失
道

、
、

草
木
猶
犯
干
之
。
而
況
於
人
君
乎

」
は
、
問
答
体
に
よ
る
解
経
の
先
駆
だ
と
見
な
せ
る
が
、

。

や
は
り
孔
子
を
経
文
の
作
者
で
は
な
く
解
説
者
と
す
る
よ
う
だ
。
日
原
等
は
こ
の
説
話
が
孔

子
を
『
春
秋
』
の
著
者
と
し
て
い
る
と
解
す
る
が
、
魯
の
君
で
あ
る
哀
公
が
、
国
史
を
私
に

改
作
し
た
孔
子
へ
そ
の
意
図
を
問
う
の
は
不
自
然
だ
ろ
う

『
韓
非
子
集
解
』
引
王
先
謙
は
こ

。

の
「
春
秋
」
を
「
不
修
春
秋
」
と
解
す
。
近
藤
則
之
「
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
の
成
立
に
つ

い
て

（
九
州
大
学
中
国
哲
学
研
究
会
「
中
国
哲
学
論
集
」
一
七
、
一
九
九
一
年
）
も
「
こ
の

」

『

』

」

資
料
を
根
拠
と
し
て
孔
子

春
秋

制
作
説
の
成
立
を
断
定
す
る
こ
と
は
な
お
困
難
で
あ
る

と
指
摘
し

『
春
秋
』
孔
子
制
作
説
を
「
漢
初
」
に
「
公
羊
伝
の
作
者
に
よ
っ
て
」
案
出
さ
れ

、

た
も
の
と
結
論
す
る
。

渡
邊
卓

春
秋
著
作
説
話
の
原
形

孔
子
説
話
の
思
想
史
的
研
究

そ
の
一

小
山
書
店

叙

（

）

「

」（

「

―

25

説
」
五
、
一
九
五
〇
年
。
創
文
社
『
中
国
古
代
思
想
の
研
究
』
一
九
七
三
年
に
収
）
は

『
孟

、

子
』
の
「
作
」
は
「
お
こ
す

「
お
こ
る
」
と
訓
む
べ
き
だ
と
指
摘
す
る

『
孟
子
』
の
自
動

」

。

詞
「
作
」
は
た
し
か
に
「
作
興
」
と
解
し
て
よ
さ
そ
う
だ
が
、
梁
恵
王
上
に
孔
子
言
と
し
て

引
か
れ
る
「
始
作
俑
者
、
其
無
後
乎
」
は
目
的
語
を
と
る
他
動
詞
で

「
お
こ
る
」
や
「
お
こ

、

、

す
」
と
は
読
み
が
た
い
（
渡
邊
は
こ
れ
を
『
孟
子
』
の
地
の
文
で
は
な
い
と
し
て
度
外
視
す

る
が

。
滕
文
公
下
の
「
孔
子
懼
作
春
秋
」
は
、
離
婁
下
の
「
詩
亡
然
後
春
秋
作
」
の
「
こ
と

）

、
、
、

、
、
、

ば
を
換
え
た
表
現

「
た
が
い
に
補
い
あ
う
も
の
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
た
と
え
ば
離

」

婁
上
に
「
離
婁
之
明
、
公
輸
子
之
巧
、
不
以
規
矩
、
不
能
成
方
員
」
と
、
尽
心
下
に
「
山
径

、

之
蹊
間

介
然
用
之
而
成
路

と
あ
り

孔
子
成
春
秋
而
乱
臣
賊
子
懼

を

春
秋

の

価

、

」

、「

」

『

』

「

、

、

値
を
完
成
せ
し
め
た
」
と
解
す
る
こ
と
に
も
不
安
は
残
る
。

（

）
横
畑
茂
明
「
春
秋
公
羊
伝
に
於
け
る
孟
子
の
影
響

（
九
州
大
学
中
国
哲
学
研
究
会
「
中
国
哲

」

26

学
論
集
」
一
六
、
一
九
九
〇
年
）
は
、
こ
れ
を
「
本
来
の
公
羊
伝
義
の
誤
り
」
を
糊
塗
す
る

た
め
に
『
孟
子
』
を
援
用
し
た
も
の
と
推
測
し

「
公
羊
伝
が
孟
子
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の

、

が
確
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
影
響
は
決
し
て
直
接
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
思
わ
れ
る

」
と
い
う
。

。

（

「
曷
為
」
は
『
公
羊
伝
』
の
全
体
に
わ
た
り
分
布
す
る
が
、
隠
公
の
前
半
と
哀
公
の
末
尾
に
は

）
27

有
意
に
多
く
、
ま
た
強
い
て
言
え
ば
各
公
の
冒
頭
部
に
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は

「
曷
為
」
が
「
何
」
よ
り
も
遅
れ
て
追
記
さ
れ
た
と
い
う
想
定
を
支
持
し
よ
う
。

、『

』
『

』
『

』
『

』
『

』

「

」

つ
い
で
な
が
ら

論
語

・

墨
子

・

孟
子

・

荘
子

・

韓
非
子

等
が
用
い
る

奚

「
奚
為
」
を

『
公
羊
伝
』
は
（
固
有
名
詞
以
外
に
は
）
全
く
用
い
な
い
。

、

（

）
日
原
は

『
公
羊
伝
』
荘
公
十
二
年
秋
の
伝
文
が
『
韓
詩
外
伝
』
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
両
者
の
末

、

28

尾
に
見
え
る
「
不
畏
強
禦
」
が
「
公
羊
伝
に
は
稀
有
な
詩
（
大
雅
・
蒸
民
）
の
句
で
あ
る
こ

と
」
に
注
意
す
る
。

（

）
劉
邦
の
遺
臣
ら
が
儒
学
に
通
じ
て
お
り
『
公
羊
伝
』
を
踏
ま
え
て
発
言
し
た
と
す
る
な
ら
、

29

諡
法
解
な
ど
に
見
え
な
い
「
高
」
と
い
う
諡
を
彼
ら
が
選
ん
だ
こ
と
は
理
解
し
が
た
い
。

『
史
記
』
高
祖
本
紀
の
「
群
臣
皆
曰
、
高
祖
起
微
細
、
撥
乱
世
、
反
之
正
、
平
定
天
下
、

、
、

為
漢
太
祖
、
功
最
高
。
上
尊
号
為
高
皇
帝

」
に
つ
い
て

『
史
記
志
疑
』
は
「
案
、
此
時
群

。

、

臣
方
議
尊
号
、
何
得
先
称
「
高
祖

」
と
指
摘
す
る
（

史
記
志
疑
』
は

『
漢
書
』
が
「
帝

」
。

『

、

、

起
微
細
～
」
に
作
る
の
を
是
と
す
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
『
漢
書
』
が
『
史
記
』
の
矛
盾
に
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気
付
い
て
改
変
し
た
も
の
だ
ろ
う

。
こ
の
「
高
祖
」
は
（

高
帝
」
で
は
な
く
「
高
祖
」
を

）

「

用
い
る
こ
と
か
ら
）
文
・
景
以
降
の
作
文
か
と
疑
わ
れ
る
が
、
な
ら
ば
続
く
「
撥
乱
世
、
反

之
正
」
も
『
公
羊
伝
』
を
踏
ま
え
た
作
文
の
可
能
性
が
あ
ろ
う

（
高
祖
本
紀
の
五
年
正
月
に

。

諸
侯
将
相
が
漢
王
の
皇
帝
即
位
を
求
め
て
「
群
臣
皆
曰
、
大
王
起
微
細
、
誅
暴
逆
、
平
定
四

、
、

、
、
、

、

海

」
云
々
と
あ
り

「
誅
暴
逆
」
を
「
撥
乱
世
、
反
之
正
」
に
置
換
し
た
も
の
か

）

、

、

。

、
『
史
記
』
張
耳
陳
余
列
伝
に
「
陳
中
豪
傑
父
老
乃
説
陳
渉
曰
、
将
軍
身
被
堅
執
鋭
、
率
士

卒
以
誅
暴
秦
、
復
立
楚
社
稷
。
存
亡
継
絶

功
徳
宜
為
王

」
と
あ
る
の
は
『
公
羊
伝
』
僖
公

、

。

、
、
、
、

十
七
年
の
「
桓
公
嘗
有
継
絶
存
亡
之
功

」
を
踏
ま
え
た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
陳
渉
世
家
は

、

、
、
、
、

「
三
老
豪
傑
皆
曰
、
将
軍
身
被
堅
執
鋭
、
伐
無
道
、
誅
暴
秦
、
復
立
楚
国
之
社
稷
、
功
宜
為

王

」
に
作
り
「
存
亡

「
継
絶
」
を
言
わ
な
い
。
松
島
隆
真
「
陳
渉
か
ら
劉
邦
へ

秦
末
楚

。

」

―

漢
の
国
際
秩
序

（

史
林
」
九
七
、
二
〇
一
四
年
。
京
都
大
学
学
術
出
版
会
『
漢
帝
国
の
成

」
「

立
』
二
〇
一
八
年
に
収
）
は
張
耳
陳
余
列
伝
の
父
老
言
を
『
楚
漢
春
秋
』
を
踏
ま
え
た
創
作

だ
と
す
る
（

存
亡
継
絶
」
句
は
『
荀
子
』
王
制
に
も
見
え
る

。

「

）

な
お

『
公
羊
伝
』
荘
公
三
十
二
年
の
「
君
親
無
将
、
将
而
誅
焉
」
が
秦
二
世
時
の
博
士
諸

、

生
ら
の
発
言
「
人
臣
無
将
、
将
即
反
、
罪
死
無
赦

（

史
記
』
劉
敬
叔
孫
通
列
伝
）
を
踏
ま

」
『

え
て
い
る
ら
し
き
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。

（

）『

』

「

、

、

、

、

、

史
記

李
斯
列
伝
に

夫
以
秦
之
彊

大
王
之
賢

由
竈
上
騒
除

足
以
滅
諸
侯

成
帝
業

30

為
天
下
一
統

此
万
世
之
一
時
也

と
あ
り

秦
始
皇
本
紀
に
も

丞
相
綰
・
御
史
大
夫
劫
・

、

」

、

「

、
、

、

、

、

。

、

廷
尉
斯
等
皆
曰

今
陛
下
興
義
兵

誅
残
賊

平
定
天
下

海
内
為
郡
県

法
令
由
一
統

…
…

、
、
、

、
、

、

」

「

、

自
上
古
以
来
未
嘗
有

五
帝
所
不
及

や

廷
尉
李
斯
議
曰

今
海
内
頼
陛
下
神
霊
一
統

…
…

、
、
、
、

、
、

皆
為
郡
県
」
と
あ
る
。
高
祖
本
紀
の
「
撥
乱
世
、
反
之
正
」
は
『
公
羊
伝
』
を
踏
ま
え
た
修

飾
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
李
斯
列
伝
を
『
公
羊
伝
』
に
よ
り
改
変
し
て
始
皇
を
賛
美
す
る

動
機
は
考
え
に
く
い
。

『

』

「

」

、

「

」

。

荀
子

は

一
天
下

の
句
を
多
用
し

非
十
二
子
に
は

壹
統
類

の
句
も
見
え
る

『

』

「

、

、

、

、
」

。

ま
た

管
子

五
行
に
は

以
天
為
父

以
地
為
母

以
開
乎
万
物

以
総
一
統

と
あ
る

鄭
宰
相
「

荀
子
』
大
一
考

（

中
国
古
代
史
論
叢
」
六
、
二
〇
〇
九
年
）
は

『
荀
子
』
の

『

」
「

、

「
大
一
」
が
道
家
的
な
「
太
一
」
と
は
異
な
る
「
礼
義
の
実
現
を
通
じ
て
到
達
す
べ
き
理
想

的
な
社
会
像
」
だ
と
指
摘
す
る
が
、
あ
る
い
は
李
斯
の
「
一
統
」
と
荀
子
の
「
大
一
」
と
が

断
章
取
義
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
「
大
一
統
」
と
い
う
不
自
然
な
句
が
造
ら
れ
た
も
の
か
。

井
上

了
（
い
の
う
え
・
り
ょ
う
）

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
主
任
。

専
門
は
中
国
古
代
政
治
思

想
史
。
主
要
業
績
『
科
学
と
産
業
の
発
展
を
支
え
た
分
析
機
器
・
科
学
機
器
遺
産

（
分
析

』

、

、

機
器
・
科
学
機
器
遺
産
編
集
委
員
会
編

日
本
分
析
機
器
工
業
会
・
日
本
科
学
機
器
協
会

二
〇
一
七
年

『
白
川
静
を
読
む
と
き
の
辞
典
』(

立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文

）
、

化
研
究
所
編
、
平
凡
社
、
二
〇
一
三
年

（
い
ず
れ
も
共
著

「
医
療
安
全
教
育
を
支
援
す

）

）
、

る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
活
用
の
実
際

（
国
立
大
学
附
属
病
院
医
療
安
全
管

」

理
協
議
会
「
医
療
の
質
・
安
全
大
賞
」
二
〇
一
四
年
度
最
優
秀
賞
）
等
。


